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施設の種類 調査票送付数 回収数 回収率
特別養護老人ホ ム 55 34 (61.8%) 
介護老人保健施設 37 14 (37.8%) 
1口』 92 (100.0%) 48 (52.2%) 
要介護高齢者のための地域防災梅祉研究 265 
佐賀県の高齢者数は190，009人で (21.8%)である。そのうち災害時要支援・要援護者(要介護度1-































































有 19( 39.6%) 
無 29( 60.4%) 












5 ( 10.4%) 
27 ( 56.2%) 
o ( 0.0%) 
1 ( 2.1 %) 
1 ( 2.1%) 

















区分 水害(浸水) 水害(土砂崩れ) 高i初・津波 風祭 地震 火災
11立 4 ( 8.3) 1 ( 2.1) o ( 0.0) 6 (12.5) 6 (12.5) 27 (56.3) 
21立 6 (12.5) 7 (14.6) 2 ( 4.2) 7 (14.6) 13 (27.1) 3 ( 6.3) 
3位 7 (14.6) 1 ( 2.1) 1 ( 2.1) 16 (33.3) 6 (12.5) 7 (14.6) 
4f立 1 (22.9) 4 ( 8.3) 2 ( 4.2) 5 (10.4) 1 (22.9) 2 ( 4.2) 
51立 4 ( 8.3) 13 (27.1) 4 ( 8.3) 3 ( 6.3) 4 ( 8.3) 1 ( 2.1) 
61iL 1 ( 2.1) 8 (16.7) 19 (39.6) o ( 0.0) o ( 0.0) o ( 0.0)
無記入 15 (31. 3) 14 (29.2) 20 (41. 7) 1 (22.9) 8 (16.7) 8 (16.7) 
スコア 124 91 47 156 166 213 
}I霊位 4 5 6 3 2 
※( )内は%、スコアは lf立6点、 21立.5.点、 3f立4点、 4f立3点、 51立.2点、 61立1点、無言己入0点として
算出した。
4割の被災経験施設は殆どが風水害による被災であったが、被災の心配がある災害として選択したの















施設職員 2.80 .694 





















4 ( 8.3%) 
40 (83.3%) 
44 (91. 7%) 
表8 拐災・訪火語1轄の実施額度(年あたりの関数)
回答数最小 最大 平均値 標準偏差
防災訓練 41 0 10 1. 56 2.32 
防火訓練 46 1 12 3.83 3.27 
表9 避難に構える非常持出品の常錆
i慶喜ftに備える非常持出品の常備 常備している 常備していない 回答なし
懐中電灯 41 (85.4%) 3 ( 6.3%) 4 (8.3%) 
紙おむつ 30 (62.5%) 14 (29.2%) 4 (8.3%) 
予備の電i也 36 (75.0%) 8 (16.7%) 4 (8.3%) 
下着・上着、靴下などの衣類 6 (12.5%) 38 (79.2%) 4 (8.3%) 
ライター 7 (14.6%) 37 (77.1%) 4 (8.3%) 
カイロ 1 ( 2.1%) 43 (89.6%) 4 (8.3%) 
出演 4 ( 8.3%) 40 (77.1%) 4 (8.3%) 
雨具 7 (14.6%) 37 (75.0%) 4 (8.3%) 

























37 (77.1%) 10 (20.8%) 1 (2.1%) 
2.外壁の破損、・亀裂の有無 36 (75.0%) 1 (22.9%) 1 (2.1%) 
3.鹿根の破損・雨漏りの有無
4.建造物の破損の点検
38 (79.2%) 9 (18.8%) 1 (2.1%) 
34 (70.8%) 13 (27.1%) 1 (2.1%) 
5.施設内避難場所の点検 29 (60.4%) 18 (37.5%) 1 (2.1%) 
表1 災害(地慶、風水害、火災)への対搭
項目 回答数平均
施設付近の浸水想定区域の犯援 47 2.13 
施設付近の危険箆所の把援 48 2.47 



























※ 1 -4点(内I'JU:していない、 2:あまりしていない、 3:している、 4:ょくしている)
表13 避難を想定した準備
避難想定の準俄 準備あり 準俄なし 無回答
1.避難符の動きやすい服装(利用者) 5 (10.4%) 40 (83.3%) 3 (6.3%) 
2.災等・被害・避難情報の共有と連絡檎 15 (31.3%) 30 (62.5%) 3 (6.3%) 
3.昼間避難時・夜間避難時の職員配置 34 (70.8%) 1 (22.9%) 3 (6.3%) 
4.職員の避難路の覚知 38 (79.2%) 7 (14.9%) 3 (6.3%) 
5.避難持の連絡体制 43 (89.6%) 2 ( 4.2%) 3 (6.3%) 
6.緊急時の利用者への対応 35 (72.9%) 10 (20.8%) 3 (6.3%) 
7.職員・利活者・家放の連絡網 30 (62.5%) 15 (31.3%) 3 (6.3%) 
































項 日 回答数 平均 標準偏差
台風・大潟・洪水等気象情報等の入手方法の党支日 48 3.10 .660 
台風・大雨・洪水等気象情報等の入手方法の職員への周知 47 2.55 .686 
風水害等の防災担当者の決定 46 2.59 .956 
風水害による災害防止(予防)のための織員研修の実施 47 2.26 .820 
避難の'L、得等情報の職員への原知 47 2.30 .858 
避難の心得等情報の利用者・家族への周知 47 1. 87 .647 
避難の心得条(f貯子)の作成 46 1. 80 .749 
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9 r防災自警J2∞7掴ニヒ交通省 平成19年
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特別養護老人ホーム、老人保健施設ともに中山間地や低平地に多く点在している。佐賀県が比較的自然災
害が少ない地域であるとはいえ、施設職員の確保の課題、災害時の避難やその支援の担い手の課題、生活
復興への課題が今後深刻化するものと推察され、災害時最弱者が多く生活する施設の防災への取り組みの
強化は喫緊の課題であることが本調査によって明らかになった。
参考文獣
1.活断殿研究会綴 f新編日本の活断層J東京大学出版会 1991年
2. r紡災自警J1992年版国土交通省 1991年
3. r防災白書J2007年版国土交通省 2007年
4. r高齢者自主きJ2007年版厚生労働省 2007年
5.問問史「災害時における在宅の要介護者の介護支援についてJpp7~22 
f介護福祉91J社会福祉振興試験センター、 2006年
6. :0中布紀子「地域福祉活動推進としての災害対応、の必要性・重要性と民間ネットワークJr月子Ij福祉j~国社会福祉協議
会 2006年
